
///技術課題 ///研究目標

---要素技術

---適用ビジネス

---市中技術差異点

RESEARCH
γ09-01

電波を用いたウェアラブルグルコースセンサ
日内のグルコース値の変化を可視化し、血糖値の上昇を
防ぐための適切な食事、運動習慣の発見をサポートします

#ウェルビーイング・人的資本経営

身体の中のグルコース値のトレンドを測定するため
には針を用いて体内に使い捨てのセンサを留置する
必要があり、利用者の負担が大きい点が課題です。

針を使わずに身体的負担なくグルコース値のトレン
ドを可視化し、それに基づいて個々の患者が自分の
体調に合わせた食事や運動習慣を見直す支援を行う
技術の実現をめざします。

• 電波を用いて針を用いずに皮膚の間質液中に含まれるグル
コース値の変化を測定するセンシング技術

• デバイスの小型化にも取り組み、腕時計サイズのデバイスを
試作

• センサを体内に留置させず、痛みや不快感を軽減
• センサの使い捨てが不要で、長期間にわたりグルコースのト

レンドを可視化することが可能

医療・ヘルスケア
日々のグルコース値の変化を記録し、食事、運動習慣をアドバイスすることで効果を可視化するサービスの3-5年以内の実用化を目標

関連展示＝γ9-02 出展社＝日本電信電話株式会社 関連リンク＝ NTT 技術ジャーナル「我慢しない食と健康の両立に向けた非侵襲グルコースセンサ」(2023年１月）
IOWN 連載企画 記事 「我慢しない食と健康の両立に向けた非侵襲グルコースセンサ」(2024年１1月掲載予定）

問い合わせ先URL 社外連携先＝ソニーセミコンダクタソリューションズ株式会社

https://www.rd.ntt/forum/2024/doc/G09-02-j.pdf
https://www.rd.ntt/research/JN202301_20621.html
https://journal.ntt.co.jp/article/20621
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=402&param03=G09-01
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